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協議会の活動例
今回は昨年と同じくヤングケアラーについての研修会を行いました。
親と子のつながりを事例と共に考え、どのようにヤングケアラーと接していくのかを知ることがで
きました。また、講師の方からは、子どもたちの声にならない心の声が多いため、伝える・伝わる
ということを私たちも意識することが重要とのお話もいただきました。
様々な要因が考えられる複雑な問題であるため、今後も学習が必要だと改めて感じました。

研修部会

令和５年度 各種表彰者

・神奈川県青少年指導員表彰

・神奈川県青少年育成活動推進者表彰
森田 智樹(鶴見中央) 西中 春城(市場)

勝田 晃(鶴見中央)
福田 昌枝(生麦第二)
石田 雅彦(生麦第一)
和田 幸枝(寺尾)

初めて開催するダンスイベント「Autumn FES in 
Tsurumi 2023」 に向けて、高校生、青少年指導員
でのスタッフとして、部門に分かれての活動を一緒
にするため、ミーティングを重ねました。最初は会
話もなかなかうまく進まない場面や経験のない事
でわからない事もありましたが、ミーティングを重
ねる事で一体感がうまれ、本番に備える事が出来
ました。

事業部会

鶴見区青少年指導協議会
会長 兼子 彰

・横浜市青少年指導員永年勤続者表彰

広報・調査部会では１年間の活動の一部を掲載した青指だよりを作成しています。
令和５年度は、コロナ感染症やインフルエンザ等の影響により後遺症が残りつつも、各地域の行事や活動
を開催することができました。少しずつですが、たくさんの子ども達や区民の皆様と楽しいふれあいの機会
が見え始めた１年ではなかったでしょうか？
次年度は様々なイベント活動を通して地域の皆様に幅広い交流の機会を持ちたいと考えています。

神奈川県青少年指導員大会区民フェスティバルへの協力横浜市青少年指導員研修会

令和５年９月16日（土）
令和５年５月20日（土）

10月21日（土） 令和５年11月12日（日）

広報・調査部会

山﨑 敏之(市場)
島田 和明(潮田東部)
鶴田 秀徳(生麦第一)
小宮 勝男(豊岡)
谷津 隆光(上末吉)

髙澤 央興(市場第二)
吉見 祐二(潮田東部)
齋藤 宏一(生麦第二)
村上 茂(寺尾)
吉田 隆二(下末吉)

10年表彰

上原 三典(豊岡)
長谷川 詩朗(豊岡)

山沖 邦則(生麦第一)
岡田 和雄(潮見橋)
山田 幸平(上末吉)
菊地 身知子(寺尾第二)

20年表彰 15年表彰望月 美代子(生麦第二)
山沖 邦則(生麦第一)
岡田 和雄(潮見橋)
山田 幸平(上末吉)
菊地 身知子(寺尾第二)

鶴見区青少年指導員協議会の皆様方におかれましては、日ごろから区内にお
ける青少年の健全育成にご協力をいただき、誠にありがとうございます。
昨今、情報化社会の進展や地域におけるつながりの希薄化など、青少年を取
り巻く社会環境は年々変化を遂げています。こうした中、青少年指導員の方々
が、地域における見守り活動やパトロール活動等を通じて、青少年が安心・安
全に成長できる環境づくりを推進してくださっていることに心より感謝申し上げ
ます。
今年度は、青少年指導員の新たな取組としてダンスフェスティバル「Autumn 
FES in Tsurumi 2023」が開催され、私も出席させていただきました。中高生が
ダンスを通じて生き生きと自己表現をしており、地域の方々にとっても生徒たち
が日頃どのようなことに興味を持ち、力を入れているかを知る貴重な機会に
なったと思います。今後もこのような取組が継続され、青少年が地域社会との
関りを持ちながら、健やかに成長できる機会が創出されることを期待しておりま
す。
結びとなりますが、鶴見区役所といたしましても、青少年指導員をはじめとする
地域の皆様と協力し、青少年の健全育成に向けた取組をより一層推進してま
いりますので、引き続きの御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。

横浜市鶴見区
区長 渋谷 治雄

令和5年11月11日（土）に区内在学中の中高生ダンスセッション
「Autumn FES in Tsurumi 2023」を開催しました。
出演者からは、大舞台で久しぶりのダンス披露に緊張しながらも楽しんでい
る姿が伝わってきました。
また、高校生にはイベント運営のスタッフとしても参加いただき、中高生・地域
の一体感を醸成できました。
今後も試行錯誤しながらも鶴見の一大イベントになるよう継続していきたいと
思います。



矢向連合町内会合同盆踊り大会が令和5年7月15日(土)
に盛大に開催されました。
新型コロナウイルス
感染症の規制も緩和
され、今までの分を
楽しむように矢向
中学校の生徒たち
がフランクフルト
を焼いていました。

1.矢向地区 2.江ケ崎地区

5.鶴見中央地区

コロナの５類移行後色々なイベントが開催されまし
た。鶴見神社の天王祭、総持寺のみ霊まつり等々の
お祭りも再開しにぎわいが戻ってきました。
青少年指導員とスポーツ推進委員合同でグランドゴ
ルフを開催いたしました。子ども15人、大人36人、
合計51人の出場選手でホールインワンやトラブル
ショット等とて
も楽しく競技が
行われました。

令和5年3月4日(土)潮田公園に於いて、潮田フェ
スティバルを開催しました。快晴の中、潮田中学
校ブラスバンド部の華やかな演奏から始まりまし
た。地震体感車やゴミ回収車の展示、体験コーナ
ーとして車いす体験、牛乳パック積み木や紙飛行
機作りなど球場
ではストラック
アウトや輪投げ
忍者修行やモル
ックを多くの
大人や子ども達
が楽しみました。
たくさんの親子
連れが集まり、
大盛況で幕を
閉じました。

市場地区では、令和5年４月2日(日)にイベント「スプリングフェス
ティバルin市場」を開催しました。内容としては、子ども向けには、
ぶんぶんゴマ、紙トンボの作成をはじめ、ストラックアウト、
輪投げ、魚(お菓子)釣り、ピッタリ10秒の他、昔遊びとしてけん玉、
お手玉、めんこを用意しました。どれも好評で、子どもたちは久々の
こうしたイベントに楽しんでいる様子でした。また、大人向けには健
康体操教室を実施しました。

7.潮田東部地区

潮田東部地区は、鶴見川下流域南側に位置し、
名前の通り昔は水田が広がっていた平らな地域
です。町会数は14町会と多い地区ですがまとま
りがあり、青指の定例会は毎月行っています。
また、小・中学生の「潮干狩り」、中学生の
「救急救命講習会」「Jr.グランドゴルフ」
「Jr.ボウリング大会」、等の行事を計画し、
青少年と大人達の親睦を深めています。

令和５年９月10日(日)下野谷小学校の体育館
をお借りして「こどものあそびば」をジュニ
アリーダーの方々を中心に実施しました。
当日は小学生25名の参加が有りました。体育
館を大きく使い、動き回り、学年を越えての
交流ができたと思います。
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3.市場地区

9.潮田西部地区

令和5年7月22日(土) 潮田西部地区は納涼祭を開催しました。
当日は各町会がそれぞれの模擬店を出し、中高等学校の
吹奏楽の演奏、ダンスで大いに盛り上がりました。
青少年指導員は当てくじ、おもちゃの模擬店を出して多く
の方に来店いただき大繁盛でした。大変に楽しい時間を
共有できました。

4.市場第二

「新型コロナウイルス感染症/インフルエンザ」
と各地域の生活も３年以上となりますが、いま
だに予断を許さない状況が続いております。行
事活動が中止又は自粛ムードが余儀なくされた
中、３年ぶりの疲れを発散する為、活気とひび
きが増す中、各地域のママさん達の球技大会を
開催しました。なんと秋のさわやかな晴天の中、
健康の為に楽しい一日でした。

5.鶴見中央

6.潮田中央地区

8.潮見橋地区

新鶴見文化祭令和５年１１月１８日(土)
新鶴見小学校コミュニティハウス」新鶴
見小学校コミュニティハウス主催の新鶴
見文化祭に江ケ崎地区青少年指導員の
ブースでぶんぶんゴマと紙トンボ作成体
験コーナーを設置し、主に未就学児およ
び小学生とその保護者に作成及び遊び方
の指導をしました。ぶんぶんゴマがうま
く回せなかった児童のうまく回せたとき
の笑顔はこちらもうれしくなりますね。


